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論 文 内 容 の 要 旨
近代 日本語が どの ような形成過程 をへ どの ような構造を も'。ているか。
この点について、綜合的且分析的 に考究 したのが、本論考である。い うまで も左 く、近代
日本語は古代 日本語 に対立す る ものであ り、時期的に、何時か らであるかが、問われねばならな
い。本論文では澄 よそン 南北朝動乱期"を その出発点 とL終 局 を明治50年 代に論 くこととし
た。 日本語の歴史 にあ。て、時代区分 は必ず しもまだ一定 していない。む しろ一 般には、 近代 日
本語 を室町時代 か らと考えている ようである。 しか し私は、 従来の研究力㍉ ともすれば語形変化
や音韻変化 に力点 を澄 いて、 一つの流 れを綜合的に とらえて記述す るところ瓜 す く左か 。た よ
うに思 う。
そ こで本論交 に澄いては、広 く日本人 の言語生活 のあ わ方、 お よび文化史的立場 を もって、 あ
らたに近代 日本語 の形成過程 を描 き、そ れ ら成立の流 れの中で、具体的事実 をとらえて、その構
造 の本 質を究明す ることと した。
近代 日本語 が どの ようなもので あるかを考究 してい くな らば、 当然 のことなが ら、 日本の近代
とは?と い うことも問題にされるであろ う。言語の歴更だけが、単独 に、それだけで展開 してい
くはず もない。人間のつ くりだ した ことばに よ り、逆 にまた人間生活が規定 されることに も左る。
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いわば入 間の存在 とことば との相関関係 によ。て、近代 日本語が形成 されてい った ともい うこと
が できるので あるo
さらに近代 日本語の形成 と構造 を考えるとき、大 きく2つ の面が指摘 されよ う。その 冬つは、
東国語 と関西語 との交渉影響 である。時には、東国語が関西語 を蚕食 し、 時には関西語が東国語
に影響 を澄 よぼ していることである。 これはまた反面では、 歴史一般、文 学の流れ などと同 じよ
うに、庶民的 なもの、被支配者 層の拾頭 と深い関係が ある と思 われる。一 口に いうならば、 幌
衆的"な ものへの展開 である。 その2は 、和洋の融合(時 には混在)で ある。特 に江 戸中期 か ら
幕末 。明治 にかけての欧米文化 。学術の輸入 とその影響は、い ちじる しいものが ある。 日本 の近
代文明は、 この欧米 との接触の結果、 創 りあげ られた もの とい うこともできよ う。そ うした時 に、
そ こに働 いた言語 の役割は、 大いに注 目しなければならなし㌔ 従来 この方面は、 きわめて手薄 で
あ った。太 論文 では、 できる限 り新資料 を もgて具体的 に これを論述す ることとした。言語 と文
化 ・人間存在 との深いつ左が りも記述 する ことができるかと思 う。またこの方面での人的要素 と
もい うべ き人 びとについての考察 も怠 らなか った。 この ことが とりもな鉛さず近代 日本語の形成
と横造の要 因をよ り具体的に論証 しうると考えるか らである。
以上の よ うに、 日本語 の歴史 に澄ける近代の煮味 を考え、 そ こを出発点 として南北 朝動乱期 よ
り、 明治50年 代 までの近代 日太語 の流れ を交化 更的 ・生活史的に論述 したのが、太論文 である。
こうした方法態度か らして、その資科の扱 い方や発見 など、私 自身の国語史観 をもって処理 ・利
用 した。 これ によ り近代 日本語の本質が、縦の面 と横 の面か ら、 かな り明確に なった と思 う。
かさねて述べるならば、.'近代 日本語"は どの ような ものであるか、 を通時的且共時的 に論述
したのが、本論考 である。"近 代"の 意味 も、本論考 がすべて これを語 っているとい うことがで
き よう。 以下論考の構成 に もとついて、要 旨を記述 して澄 き拠(。
第 互部 総論
全体 を4つ の章 に分け、第1章 を東か ら西へ として記述 した。 どの ように東国語が西の京阪語
を蚕食 してい 。たか。 しか もそ うした展開のなか にあ 。て、 眠 衆的"な ものの動向 と、それが
国語 の歴史に及ぼ した影響 と、 その諸相 について考察 した。 また中央 と地方 との言語交流 を描い
て、やがて来 る 〃庶民語"の 時代 の序説 と もしたのである。従来史的 にはほ とん ど考察 されなか
。た文字生活 について も、 新たにメスを入れ、 ひらが なやかたかなが真に 日本人の ための:文字 と
左った点、 あるいは漢字が 日本人一般 の交字 と左 。て きた意味 と、史的展開の あとを記述 してみ
た。
第2章 は庶民語の成立過程 について、論述 した ものである・それまで皇城 の地 といわれた京都
が、庶民の都 と変質 し、いまだかつてない庶民文 化の時代 となる。 これを支え、 海 しすすめてい
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った庶民語の形成にっらて考究 した もので ある。
都の ことばと して、西鶴や近松の丈芸作品、 さらに「嘉 多言 」など、当時の言語状態 を記録 し
た諸丈献に よ り、 ひろぐ当時の言語生活 を記述 した。 また女性語の実態 を考察す ることに より、
やがて σ江戸語 σへ と受けつがれるものの:重要 な一面 を記述 して澄いた。特に江戸蒔代以前 との
質的相違 を考 え、 女性語 の史的展開を明確 にするよ うに心がけた。 さらに近代語の流れか ら考え
て、・柘 世紀 に 日本 にや 。て来 たいわゆる南蛮人、 江戸時代 にはい っての蘭人 ・蘭学 など、 日本
語 の醗究につ いて も、 同時代 の中 に論いて考察 した。それ らがいかに日本人の言語生活に影響 を
与 えたか。文化 。学問を澄しすすめ るために も、 どれほ ど重要 な役割を演 じた か。 できる限 り新
しい資料 と方法 によって、 考察 してみた。 日本入がは じめてヨーロッパ語 を知 り、逆 に ヨーロッ
パ人がは じめて 日本語を知 った歴史である。 ひろ く、世界の言語史の中に、 日本語が登 場 して き
た出発 と普及の考察 でもある。近代 日本 の一つの性格 は、和洋折衷 とレ・う様式にあろ う。そ うし
た蒔、 ヨー ロッパ と日本 との出合 いは、 日太語の歴史を考える上か ら、充分に考察されねばな ら
ない。 また幕末 か ら明治 にかけての外国人 の 日本語研究 ・学習 について も、 それ までの流れを考 』
え、関連 的に考察 しなければ左 らない と思 う。 いずれにせ よ近代語 の構造 を考え る上か ら、逸 す
る ことので きぬ:重要 な面で あろ う。従来 この方面が吉利支丹語学など、 ご く一部の研究考察 にと
どまって、特殊扱 いにされた点 は反 省されねば 左らず、その点 いささか 日本の近代化解明に も役
立つ もの と確信する。
第5章 は、策1章 と逆 に、 西か ら東への言語の移動 ・影響 を中心に考 えてみた。 これは政治 。
経済の動向 とも深い関係が あるわけだが、同時に近代語の中核の1つ で あ・る東京語 の本源 を考究
す ることに もなる。初期の江戸 の状態、 消費都市と しての江 戸の性格、 さ らに江戸府内の成立 と
亭江戸語 〃の成立など、関東:方言に もどって考察す ることとした。近代語の流れの中で、江戸語
の成立 はきわめ て重要 である。その成立の諸要因 。諸要素が、ほか左らぬ京阪語 とも深 ぐ関連 し
ている ことは重要 である。
江:戸語 には2つ の要素が ある。すなわち関東方言を中核 とする もの と、 京阪語 を中核 とす る も
のである。従来江戸語 ・東京語 として とらえ られて きた ことは、 多分に一 面的 にな りやすい。1
つの近代語の流れの中で、江戸語が どの ように成立 したかを考えてみなげれば なら左い。上方 語
に対立す る江戸語は、ほぼ享保～明和 ・安永め ころ と仮定 され る。 この江戸語 は単純 な ものでは
左 く、特 に東京 語へ と受けつがれる江 戸語は、それ 自体2つ の面をかな りは っきり示 している。
いわゆる江戸言葉は、 どち らか とい うと 厚変容(様)的 げとい うべ きもの で、江戸 。子の感情 や
意思 を表現す るのに沿好の ものであった。 しか し東京語 に受けつがれ、 近代 日本語の中核 とな っ
たのは、京阪語か らの流れ を受け とめ、 しか も江戸の発展 につれ、 たえず全国的な言語交流 を も
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ちなが ら、江 戸とい う土地 で形成 された ものであoた 。 こ うした複雑 左江戸語 について、 で きる
限 り多角的 に考察 した。 さ らに江 戸も後期 になる と、次第に地 方語 と対立す る、 いわば共通語性
格 をもつ ようにな。て くるのである。 このよう左 〃江戸語 〃の上 に成立 したのが、つ ぎの第4章
で記述す る σ近代語 停で もある。
第4章 の近代 日本語の成立は、は じめにふれた ように、 江戸語 か ら東京語へ の展開 と、明治50
年頃に成立 した、近代語 としての東京語 の構造 を記述 した ものである。 あるいは、 いままで 「国
語"と い う概念 ももたなかったであろう 謬日太"が、政治 ・交化 ・経済 と、あらゆる面か ら統一国家 となり
、
近代国家 としての機構 も整え られて くる。 ことば も例外 で あるはずが な く、京都 か ら江戸 ・東京
への遷都 と相 まoて 、 ここに国語 として、近代 日本 を知 しすすめてい くための日太語が確立する。
江:戸語 を受 けつ ぎ、 さらに新たに欧米丈化 ・学問の強い影響 を受けた、 新 時 代の新 しい表現 と
構造 とが、 考究されねば ならないわけである。そ こにまた近代語 としての東京語 の成立が考え ら
れる。そ して特 に近代語 として、小説 など文学表現 とのかかわ 砂も強 い。 さ らに これ までの歴一史
には左い程に、言論の 自由、文章表現の意義 が考 え られて くる。 『言交一致体 〃とい う小説丈体
なども、そ こに出現の重要 なポイン トが あると言oて よかろ う。
以上第{部 総論 に澄いては、澄 よそ南北朝動乱 より明治50年 代 に至 る近代 日本語 の成立過程
を描 いてみた。いわば近 代 日本語 の構造 と形成 とを通時的 に、縦 の面 として とらえ、 論述 した も
ので ある。私の基本的態度方法 として、 常に言語活動、言語生活 に参加 し、:重要 な役割を もつ人
間存在へ の配慮 と、それが時代や言語 と関連するいわば函数 関係 を忘れ ることな く、 とらえ記述
した ものである。そ こに こそ単 なる言語の変遷 でな く、真 に言語 の歴更が描 かれる もの と確 信す
るもので ある。
第H部 各論
第1部 に澄いて、近代 日本語の縦 の流 れを論述 したわけであるが、近代 日本 は、特 に16世 紀
以降多 くの点で和洋折衷の構造 をつ くりあげ ようとしてい った。 澄そ らく明治維 新前後は、その
最高潮 と もい うことがで きよ う。 そ うした意味か らも、近代 日本語の研 究が、和洋にわたるのは
必然 であろ う。第H部 で は、そ うした個 々の事実や研究 を考察 して、第1部 に澄ける縦の研 究に
対 して、横の研究 と もい うべき共時的研 究を論述 した もので ある。第1章 。第H章 などまさ しく
この点に重点を澄いて考察研究 した ものである。従来 この:方面が、 いちじるしく手薄 である こと
も考え、 新資料と独自の方法態度 をもつて、分析的 ・綜合的 に研 究 した もので ある。第 皿章は、
和 の方面 とい うべ きもの であるが、 できる限 り全体的流れの中で、具体的に とらえ記述 したつ も
りで ある。 い うな らば、一軒の家屋に吾ける和室 ・洋室 の ように暦 しか も一つの まとま りを もっ
た 日氷家屋の構造 に比す ることが で きよう。
さて第1章 「近代 日本 語 と蘭語学 」は、 新 しく蘭語学 を日本語研究の重要 な一分野 と認定 し、
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新資料の発見紹介 をし、 さらに考察批判を加 えたものである。蘭学者 に よる西欧語 の翻訳、翻訳
された文化学術用語、 また言語研究上 の術語(形 容詞 ・副詞 など)の 訳 出の制定、 比較語法 の研
究考察、実測 究理 の西欧的近代精 神への認識 と表現。文体 にみ られ る新 しい構造。文典 。辞典 の
編纂 と翻訳 一 いずれ も近代 日本語 の構造 と形成 に とつて、重要 な面 であ砂、 その探求 と究明
こそは、従来 ともすれば忘 れが ちな近代 日:本語 の大切 な一面 である。 日本の学問体系が、 漢学 の
素養 の上 に、 うちたて られた ものであ り、言語 の供給 も然 りで あった。近代 日本の学問の性格 も
また言語 の考察に よつて解明 される と思 う。 そ して近代日本語 の研究 に澄ける人的要素 ともい う
べ き面への考察 も怠 らなか 。た。
第 渥章r外 国入の 日本語研究 」は、 いわば吉利支丹語 学を受けつ ぐものであるが、 また独 自の
研 究である。第1章 が 日本入 の外国語発見 とその考察 とするならば、 第 皿章は、外国人 の日本語
発見 とその考察であ り、西欧 に澄ける科学的言語研 究 とも関連 をもつ。 この方面 も、 ご く部分的
な資料の紹介 に終 わっていたのが従来の研究で あり、 その意義は問われ ることがす くなか った。
個々の外国人 の研究を吟味 し、 これをまとめて、外国人の 日本語研究をあとづけ ることとした。
やがて明治の新国 語学建設への布石 もみ られる。 さらに彼 らの研究 とその態度 によって、近代 日
本語の構造が解明 され る。 ラテン交字に よる記録は、 その まま貴:重な近代 日太語の資料であろう。
ある意味 では、 まさ しく第1章 ・第岨章 とも相補 うべ き資料 と内容 をそなえているわけである。
また 日太人の アイヌ語研究や満州語研究が、 この外国人 の研 究 に吸収紹介され、 ヨーロッパに凄
ける東洋語学 に大 きく貢献 もしてい る。さらに逆輸入 のかたちで、明治 にはい 。ての 日本語研 究
に も、:影響 を一与える こととなるのである。
第 班章 「江戸語 ・東京語の研究 」は、近代 日本語 の一環 としての江戸時代の言語、 さらに江戸.
とい う新 しい政治都市 での江戸語、 そ こか ら発展展開 してい った東京語 について考察 した もの で
ある。時代の端的 な表現 と して、西鶴や俳諮 のそれを考察吟味 した。 ただ話 しことばだけで左 く、
む しろ庶民文化を支える書 きことば、丈章表現の重要 な構造 と意味 とを解明 した ものである。 於 ・
そ らく日本語の歴史に あgて、 は じめて 『鷹民 〃が自分 たちのことばを自分た ちの文字で 自由に
書 きつづる ことのできたのは、 この時代であoた ろ う。 日常の言語生活 に澄ける言語の重要性、
さらに近代語 の流 れと構造 の上か ら、東西の対立 も重要 な側面 である。 さ らに古代語 と決定的に
異 なる近代語 の諸性格 も形成されて くる。西欧文脈的 左ものをふ くめて、 ひろ く近代 日本語の:重
要 左面 を具体的資料に よ り、 考究 していった。
第iv章.「余論 」は、私 の研 究方法 を具体的 に記述 した もの とい うことが できる。 言語は常に人
聞存在 と不 可欠の ものであ り、両者 の相関関係 によoて 、発展展開 してい く。それだけに近代 日
本語 に澄ける女性語への考察 と解明 も必須 のものである。女房詞の系譜 もここにその意昧がある。
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石川啄木の ローマ字 日記は、 それ 自体、 丈学者の 日本語観 であるが、彼の ローマ字 日記の意味 を
言語学的、 繭語史的 に究明 した ものである。 そこに彼個入 の表現 や意思 を こえた近代 日本語の本
質 を知る鍵 を見 出そ うとした ものである。
近代語 とローマ字の問題は、蘭学者において も考え られ、外国人 の立場 に立oて も、考究され
るべ きものであ った。啄木 のローマ字 日記研 究 もここに一 つの意味が あろ う。
さ らに近代語の研 究は、常 に現在 の日本、将来への 日本語 の展開 を考えねばな らない。 自已の
祝点 をどこにお くべ きか。 自己の立場を どう自覚すべ きか。 こ うした点か らも現代語への考察は
きわめて有益 であ り、 「現代 日本語への証言 」もそ うした私の実践 の一つで ある。 それが と りも
な訟さず、 私の研 究方法、態度の解明表示につながる と思 う。
また 日本語の系統 をさ ぐる として、 ポ リネ シァ語 を中心 とする南太平洋 の言語 を、 実地調査 に
より考察 したの も、 その根本的態度は同様 で ある。常に 日本語の本質 とは何 かを考 え、 考究 しよ
うと思 う ものにと。て、 あ らゆる機会 と方法 を試み、その本質探求に従事す ることは貴重で あろ
う。第 配章 は、 いろいろ な意味 に澄いて、私 の言語研究の方法や態度を具体的に示 した もの とい
うことがで きる。
以上第H部 は第1部 と相補い合 うもので あ り、 さ らに、第1部 で究明 できなか 。た ものをよ り
広 く、 より深 く考察論述 した ものである。 この方面 での新資料や新 しい研究成果 もで きる限 り補
足 し、 完壁 を期 した。
な詮つ ぎに参考までに、近代 日本語の研究、 第 豆部 ・第 旺部の 目次 をあげて澄 く。
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笙 丑部 各i論
第1章 近代 日本語 と蘭語学
1.近代 日本語の成立一 洋学 との関連 に冷いて一
2.近 世に澄ける外国語の摂取 とその影響
5.江 戸時代 蘭 文典についての考察 その訳文 と文法用語の翻訳 一
4.和蘭属文錦嚢 紗その他 ・吉雄如淵 と馬場貞由'の蘭文典につい て
5,奥平 昌高編 「蘭語訳撰 」についての一考察
6.国語学史上 の 一発見一一中野柳 圃とその音声観一
Z蘭 学の俊才馬場佐十郎 一 その人 と学問一
8.橋本佐内 とその蘭語学習
免 蘭語学の成立に関する一考察
第2章 近代 日本語 と外国入の研究
1.江戸時代 欧米入 に よる 日本語研究
2第2期 欧米人 による日本語研究書 目
ろ二 σ,P,ツユンペ リーの 日本語考察(付)日 本語彙集
峨W.H,メ ドハー.スト「i英;矛口禾匪英;語彙集 」にっし(bで
5.工,ゴシキービッチ「和魯通信比考 」について
6D,ク ルチ ウス 「日本文典 」について
Zび,」,ホ フマンの 日本語考察
8.S,R,ブラウンの 日本語考察
第 う章 江戸語 ・東京語の研究
1.近代語の標章 一 デァル体 の発生 と展開 一
2.漢籍国字解 とその文体
5.江 戸末期の 日本語素描
4.転換 期の 日本語 一 江 戸語か ら東京語へ 一
5江 戸:文芸か らみた 流行語 と言語 生活
6.西 沢一鳳 と三都の詞考察
Z近 世の音韻
8.俳文の発生 とその意義
乳 蕪村 ・一茶の俳句文法
↑0.西鶴の丈体 と語法
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第4章 余 論
窪.中世 の言語生活
乞 女性詞の系譜
3。雅言通載 について 一 かざ し、 よそひ、 あゆひの辞書 一
4.石 川啄木 。ローマ字 日記の硬 究
5現 代 日本語へ の証言
6.日 本語 の系統 をさ ぐる
論 文 審璽査 一結'果 の 要 旨
本論文は、近代 日太語の発達過程を明らかにし、特に近代 日本語の形成された言語社会の状態、
またその言語社会を構成する人間のはたらきを究明 しようとしたもので、全編は2部からなる。
第 董部は総論で、近代 日水語の成立を、社会生活との関連に:重点を詮いて概観 したものである。
著者は南北朝時代を近代の出発点と考えて、 ここに筆を起 し、明治50年 代に叙述を止めている。
第1章 では、南北両朝対立の動乱に伴 って、民衆の俗語、東国の方言が勢力を占めてきた事実を
種 々の 面 か ら考 察 し、 ま た、 新 しい文 体 と して和 漢 混溝 文 や候 交 体 が発達 し、
漢字の通俗的な用法が現われたことを述べ、特に、ひらがなが実用的な文字 として使用されたこ
とが歴史的に重要な意味をもつことを強調 している。
第2章では、江戸時代前期の上方語を中心 として庶民の琶語が次第に勢力を増 してい。た過程
を考察 し、安原貞室の「かたとと」を始め、俳譜 ・西鶴 ・近松のことばをこの観点から論 じてい
る。 また、室町時代に発達した女房詞が江芦時代に女中詞として発展 した事実を述べて、江戸後
期にまで及んでいる。また、わが国に渡来 した西欧人がその文化 。言語をもたらすと共に、 日太
語について考察を試みている事実を述べ、さらに蘭学の発達に伴oて、諸種の訳語、並びに口語
体の翻訳文体がつくり出された事実を指摘 している。
第5章 では、江戸が都会 として発達を遂げる過程に澄いて、文化の基盤 をなした上方語が関東 、
方言に加わって、新たに江戸語が享保から明和 ・安永にかけて成立し、やがて共通語的性格をも
つに至oた過程を論 じている。同時に、本来の江戸のことばは、共通語的性格 をもつ江 戸語とは
別に行なわれ、 これは変様的江戸語 と呼ぶべきものであることを注意している。簗4章 では、明
治維新後、わが国が近代国家として発展 してゆくに伴い、江戸語が東京語へ と変容を遂げて国民
共通の言語 として確立 し、一方では口語交が発達 していった過程を観察している。
以上に述べられた、南北朝時代から明治蒔代に至るまでの国語変遷の事実は、その言語がいか
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なる社会 に澄いて発達 し、 いかなる人々に よって使用された かとい う観点 か ら考察 を進 めている
ところに、 従来 の国語史研究 と異な った特色が認め られ る。
第 駐部は各論 で、第1部 で概観 した近代 日本語の発達過程につ き、個 々の事実を詳 しく論述 し
ている。第1章 「近代 日本語 と蘭語学 」では、 蘭語学を近代 日:本語研究 にとoて 重要な分野 と考
え、蘭学者 の翻釈 と、それに伴 う学術用語の制定、文法書 ・辞書 の編述 などにっいて考察批判 を
試み ているが、特に長崎通 詞出身の蘭学麹)業績を重く見ている。'初 めに、-蘭学者が涙学の基礎
,に立9て翻訳 ・・著述を行ない、それを通 戯 自然科学に関する術 鼠 訟よび「で溺 」を轍 口語文体 をづくり
出した事実 を考察 レ 次 に オランタ語 学習の献)に著わされ衰文法書婿見られる訳文、並ひに文法用語にづ綻 調
査 レピい る色さ らに吉雄如淵口授 の 「和蘭属交錦 嚢抄 」の成立 ・内容について考察 し、 「和蘭辞類
訳名紗 」につ いて、 その実質は馬場 貞由 く佐十郎)の 編著 であることを論証 し、 また馬場 貞由に
関 してはそ の蘭語学の業績につ いて別に詳 しく考察 している。また、 中津藩主奥平昌高 の編 に成
る「蘭語訳撰 」についてその内容 を紹介す ると共に、 メ ドハース トの 「英和禾暎;語彙集 」は本書
を参照 した事実を推定 している。 また、中野柳圃(志 筑 忠雄)の 「西音発微 」について、 その国
語音韻 に対す る観察が国学者 の音韻論に先 ん じて、 それ よりす ぐれた ものである ことを論 じ、 な
澄、 「蘭語九品集 」「蘭学凡」「訂正和蘭接続詞考 」「六格前編」について考察 し、それ らがす
べて中野柳圃 に発 してい る事実 を明 らかに している。 また、橋本左内が緒方洪庵 ・杉田成卿 につ
いてオランダ語を学んだ事実について述ぺ その翻訳の態度 ・方法 を吟昧 し、そ の丈体 に 「であ
る」を用い、 平易通俗 を旨とす る点 に澄いて、 洪庵 の適塾に澄け る蘭語学 と傾向を等 しくす るも
のであoた と考えている。
第2章 「近代 日本語 と外国人 の研究 」では、江戸時代 ・明治初期 に澄ける欧米人の 日本語研究
の:重要 な資:料と認めて、概観 を試み ると共に、1786年(天 明6年)か ら、 歪890年(明 治25
年)た 至るまでの欧米入 の 日本語研究書 について解説 してい る。 さらに、長崎 出島の商館の医師
であ。た ツユンベリーの旅行記(フ ランス語版)に 見える 日本語考察の記録 と語彙 集、 英人宣教
師 メドハース トがバタ ヴィアで 出版 した 「英和和英語彙集 」、ロシア人 ゴシキー ビッチの 「和魯
通言 比考 」、オ ランダ人クルチ ウズの 「日本交典 」、同 じくオラン ダ人ホフマンの 「日本文典 」、
イギ サス入SいR_ブ ラウンの 「英和俗語会話篇 」について、それぞれ成立 。内容 ・史的地位 左ど
を論 じている。 これ ら外国入の研 究書は、在来 もその存在が知 られていた ものであるが、著者は
資料を詳 しく検討 してその内容 を 紹介す ると共 に、周到な考察 を加 えて先人の誤 りを正 したと
ころが あるo
第5章 「江戸語 。東京語の研 究 」は、江戸語 が現代語 として発達 してゆく過程 を書 きことば、
話 しことば、 および言語生活の面か ら考察 したものである。 書きことばについては、俳文の発達
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を考察 して、俳 交が単 に一 種の特殊 左文体 では 左く、近代的性格 をもつ もので あると論 じ、 また、
西鶴の交体 と語法 とについてその特徴を論 じている。 また明治以後一般的 になった「である」体
がオ ランダ語 。英語の翻訳 に診いて発生 し展開 してい った跡 を諸種の文献に よって実証 し、 同時
に、漢籍 の函字解に よoて 漢学者た ちも「である 」体 を用いた事実 を明 らかにしてい る。話 しこ
とばについては、S.R.ブ ラウンの 「英;和俗語会話篇 」に見 られる俗語、西沢一鳳 の 「皇都午睡」
に記述 された京 。大坂 ・江戸の三都の ことば、 また、黙阿弥の脚本 に見 える明治初年の書生 こと
ぱな どを考察 し、 さらに酒落本 などに現われた流行語 を通 じてその時代 の言語生活 を論 じ、従来
顧み られる ことの少なか。た話 しことばの実態 を明 らかに してい る。
第4章 「余論 」は前5章 に述べた ところ と関連 した諸事項 について著者の所見 を明 らかに した
もの である。
本論文 は、そ の考察 が広汎 多岐にわた り、綿 密左考証 を進 めているが、その立論に当た 。て概
念が明確を欠 き叙述が散漫に流れて論 旨の捕捉 し難 い点が間々認 め られる。 しか し、多方面の探
索調査 に より確実な資料に基 づいて論述を進め、研究の意図 を実現 しようと努 力した跡が顕著で
ある。
著者の研究は新 しい見地 に立つ ものであるだけに、今後さ らに考究す べき問題 も残 。ているが、
研究の遅れ てい る近代 日本語について新領域 を開拓 した業績は高 く評価すべ きもの と考 える。
な寿、 上記の本論文審査担 当者は、太論文 の提 出者が、大学院博士課程 修了老 と同等以上の学
力を有する ことを確認 した。
昭蒲…目44年5月 日
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